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粘液産生胆管癌ぼ比較純綿であ吟声その診断｡治療も

非粘液度数胆管癌をこ比べや穐漁があるようである乎われ

われは画像診断上で転換殊渡きる級を思した症例を経験し
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影あり,m 所見では拡張した総胆管内腔をこ経感性病変

を認めたセ既隠監所鼠では下部から土瓢胆管をこか6,浄て著

明な胆管拡張と陰影兜損像を認めた屯総胆管結石叉は胆

管癌の疑いで手術施行七拡張した総胆管を切開すると綴-鍋
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後射 当科における温熱療法の経験
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厳選や癌翻温熱療法がやそれ単独あるいは化学療法,

放射線療浸志との併′臓で縛なわれ,そ翻魂梁測緋移されて
:｣言.
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るといぬ鉦でいるBまた予詑温熱をこよVjある健の抗癌剤お

よび放射線鍔鰭節用が増強されることが窯級によをj認めら

れている小

我母は要手術約に切除不能であった5症例を酵癌望鰍

胆管癒恩例書腎癌再発息例,原発性肝細胞癌3例)をこ対

して亨単独あるいは化学療法との併用で温熱療法を棺-〕

紅 そのうち語例は死亡したが,残りの望例は現在外来

をこて艶統しぎその効果を追跡中である｡

当科における温熱療法の方法および効果について若干

の文献的考察を滋ロえて報告する9


